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これまで活用されてきたソーシャ
ルリスニングツールは、インター
ネット上で情報交流に使われるソー
シャルメディアで発信された情報を
キーワード検索することで収集・分
析するもの。その手法には以下のよ
うな課題がある。
①キーワード起点の調査では、キー
ワードの設定が困難な未知の事象
は分析できない。トレンドの予兆
を検知できない。
②少数キーワードによる調査では、
数百、数千の商品分析ができない。
③ランキング中心の調査では、ラン
キング上に表現されないミドルテ
ール・ロングテール（複合キーワ

ード）の把握が困難。
④マス調査では、ミドルマス・スモ
ールマス（従来のマスよりも小さ
い消費者グループ）など、ターゲ
ットを指定したユーザー起点の分
析ができない。
こうした「検索型マーケティング」
の課題を乗り越えて、生活者のニー
ズや興味関心の移り変わりを発見
し、トレンドを検出する手法が「発
見型マーケティング」である（図 1）。
市場が成熟し、かつ国内市場が縮
小傾向にある現在 、既存の市場で
競合しシェアを奪い合っても大きな
成長を見込むことは難しい。多様化
する生活者ニーズを捉え、新しい市
場を創出してイニシアティブを握る
うえで、発見型マーケティングは重
要であり、言語化されにくい生活者

の商品購買動機やニーズを把握する
ためにも有効といえる。

SNS上の投稿や話題が、商品の
突発的な売れ行きにつながったり、
商品開発のアイディア源となる事例
が近年目立ってきた。このことから、
SNSによる生活者のリアルタイム
な声がビジネスの動向やマーケティ
ング戦略に大きな影響を及ぼしてい
ることがわかる。
しかし、生活者のデータからニー
ズや興味の変動をリアルタイムで検
出し、迅速にビジネスに反映させる
発見型マーケティングを実現する
サービスはほとんど存在していない
のが現状なのである。

多くの企業で一般的に行われてきた「ソーシャルリスニングツール」によるインターネット上の情報把握の取り組み。従
来のこの方法は、現在進行中のトレンド把握を可能にした一方、「トレンド発掘」や「潜在的なニーズの把握」が難しい
など課題も多い。こうした課題を克服し生活者の声からトレンドを発掘するNTTデータの取り組みを紹介する。
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図 1　発見型マーケティングの重要性
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NTTデータは、Twitter社（現在
は X社）と戦略的パートナーシップ
を結び、ツイートデータからさまざ
まな情報を分析する取り組みを続け
てきた。そのNTTデータが開発し
たのが、旧 Twitter（X）がサービス
を開始した 2006年以降の全量デー
タと、NTTデータが得意とする自然
言語解析技術を駆使して、さまざま
なジャンルのトレンドを兆しの段階
から捉え、さらにトレンドの需要ま
でを予測する技術だ。この技術を使

どのように進展するかを予測するこ
とも可能となる。
下に掲げたグラフ（図 3）は、兆
しの段階でトレンド検知ができるこ
とを示したもの。ブレイクした大手
コンビニの飲料をサンプルに用いて
検証した。ツイートの文脈や背景、
過去の波形・動静との比較など、い
くつかの指標をもとに、当該商品が
大手コンビニで発売される 2年 6
ヶ月前にトレンドを検知している。
新しい市場の創出・市場への参入
が早いほど、その後の市場シェアの
獲得期待値は高いことを示す研究結
果があり、トレンドの予兆を検知す
る重要性は今後ますます高まること
は間違いない。

NTTデータは、トレンド検知技
術によって、顧客企業が生活者の声
を起点とした新しい市場を次々に
創出できるよう、マーケティング
変 革・PLM（Product Lifecycle 
Management）変革実現にむけ、
この取り組みを加速させていく。

えば、顧客の商品開発やプロモー
ション戦略などの既存業務の変革を
サポートすることができる（図 2）。
トレンド発見は次のようなプロセ
スで行われる。全量ツイートデータ
からキーワード化されにくい生活者
の声を収集し、独自の自然言語解析
技術で分析。抽出されたトレンド
キーワードを自動分類し、確度の高
いもの、すでにトレンドが検出され
ているものなどを厳選してレポート
化する。
また、トレンドを検出できるだけ
ではなく、トレンド化した事象の背
景や理由、検出したトレンドが今後

0

20

40

60

80

100

120

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

8000

9000

10000

20
14
-1

20
14
-3

20
14
-5

20
14
-7

20
14
-9

20
14
-1
1

20
15
-1

20
15
-3

20
15
-5

20
15
-7

20
15
-9

20
15
-1
1

20
16
-1

20
16
-3

20
16
-5

20
16
-7

20
16
-9

20
16
-1
1

20
17
-1

20
17
-3

20
17
-5

20
17
-7

20
17
-9

20
17
-1
1

20
18
-1

20
18
-3

20
18
-5

20
18
-7

20
18
-9

20
18
-1
1

20
19
-1

20
19
-3

20
19
-5

20
19
-7

20
19
-9

20
19
-1
1

20
20
-1

20
20
-3

20
20
-5

20
20
-7

20
20
-9

20
20
-1
1

20
21
-1

20
21
-3

Twitter

Googleトレンド（参考）

大手コンビニで
発売開始

Twitter投稿数 Google検索スコア

2年6カ月
前にトレンド検知

NTTデータの
トレンド検出
タイミング

図 3　トレンド検知の取り組み事例
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図 2　NTTデータのトレンド検知の取り組み
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